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セミナーの目的

「高速道路交通安全セミナー」とは、

企業、各団体及び学校が開催される学習会・講演会に、社
員を派遣し、高速道路上での交通事故の発生状況や交通安
全のポイント等の情報を提供いたします。

企業、各団体及び学校が開催される学習会・講演会に、社
員を派遣し、高速道路上での交通事故の発生状況や交通安
全のポイント等の情報を提供いたします。

• 高速道路を安全・安心・快適に利用して頂き、「今日も明
日も走りたい」と感じていただけるような高速道路空間を
提供したいと考えています。

• 安全は、「ドライバー」と「自動車」と「道路」の相乗効
果です。特に安全に利用して頂くために、「自動車」と同
様に、「高速道路」そのものをよく知って頂きたいと考え
ています。

• 高速道路を安全・安心・快適に利用して頂き、「今日も明
日も走りたい」と感じていただけるような高速道路空間を
提供したいと考えています。

• 安全は、「ドライバー」と「自動車」と「道路」の相乗効
果です。特に安全に利用して頂くために、「自動車」と同
様に、「高速道路」そのものをよく知って頂きたいと考え
ています。

「開催目的」は、
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高速道路の安全
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全国高速道路の事故率

全高速道路でみても死傷事故率は
一般道の約１割程度である

高速自動車国道と一般国道等の死傷事故率の比較



4

逆走の発生原因

100%

発生割合
①本線 51%

②休憩施設 10%

③ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ 39%

合計

　　本線上での逆走①

料金所　　　　料金所

一般道

駐車場

　　ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞでの
　　　逆走パターン例

◆逆走事故発生パターン

　　休憩施設での逆走
　　　パターン例

③

②
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全席シートベルトのお願い

～ＮＥＸＣＯからのお願い～

皆様の安全のために、後部座席においてもシートベルトの着用をお願いします。

車外放出の割合

運転手 17.2%

助手席同乗者 26.7%

後部座席同乗者 41.3%
（運転席の２倍以上）

※(財)交通事故総合分析センターの資料より抜粋　（Ｈ12年～Ｈ14年）

◆衝突実験データ［ＪＡＦﾕｰｻﾞｰﾃｽﾄ］
①テスト条件
　・フルラップ衝突（車の前面をコンクリートバリアに衝突）。
　・衝突時の速度は５０km/hr。
　・運転席、２列目右側、３列目右側にダミー搭載。
　　ダミーは運転席７８kg、その他５０kg。
　　運転席はシートベルト装着、２・３列目は非着用。

②テスト結果
　・３列目のダミーは撮影用ルーフから飛び出す。
　　（実際には天井に叩きつけられる状態）
　・２列目のダミーは前席の背もたれに激しくぶつかり、前席乗員を
　　背もたれごと押し潰している。
　・後席ダミーは体重の３０倍の力で前に飛び出す。
　　（１．５ｔの力で背もたれに体当たり）

0 1 2 3 4 5 6 7

死亡重傷率（％）

後部席着用

後部席非着用

（平成７～１１年、前面衝突、前席ベルト着用）

６．６４

２．９６

高速道路における、後部座席と前部座席との
車外放出での死者割合 運転席に比べ２倍以

上の率で車外放出で
死亡

後部席シートベルト着用状態別の前席の死亡
重傷率

※(財)交通事故総合分析センター調べ　（Ｈ７～Ｈ１１）

シートベルト非着用
で前部席乗員は２倍
以上の死亡重傷率

セーフティブックP4
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高速道路の要注意箇所マップ
ＮＥＸＣＯ中日本ＨＰの
バナーが入り口

http://www.c-nexco.co.jp/guide/hcm/
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～　“安全”はＮＥＸＣＯ中日本の願いです　～

この他にも、お伝えしたいことがあります。
ぜひ、「高速道路交通安全セミナー」にお申
し込みをお待ちしております。

＜申込先＞
中日本高速道路株式会社　名古屋支社
総務企画部　企画調整チーム
　ＴＥＬ：０５２－２２２－１１８１（代表）
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